
名
古
屋
大
学
医
学
部
図
書
館
に
ベ
ル
ッ
の
病
理
各
論
の
講
義
録
が

二
冊
あ
る
。
一
冊
は
奈
良
坂
源
一
郎
（
明
治
十
四
年
帝
国
大
学
医
科
大

学
卒
、
同
年
十
月
愛
知
医
学
校
解
剖
学
教
諭
）
の
も
の
で
一
八
七
九
年

（
明
治
十
二
年
）
と
あ
り
、
他
の
一
冊
は
川
原
汎
（
同
明
治
十
六
年
卒
、

同
年
内
科
教
諭
）
の
も
の
で
、
一
八
八
○
’
一
八
八
一
と
あ
る
。
こ

の
方
は
印
刷
本
で
、
病
理
総
論
と
同
様
に
同
盟
社
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
奈
良
坂
の
書
（
以
下
Ｎ
と
略
す
）
は
呼
吸
器
、
循
環
器
、
消
化

器
、
泌
尿
器
の
病
気
を
記
し
、
川
原
の
書
（
以
下
Ｋ
と
略
す
）
は
伝
染

病
、
栄
養
障
害
、
消
化
器
病
、
泌
尿
器
病
を
記
す
。
と
も
に
完
全
な

も
の
で
は
な
く
、
神
経
病
は
ど
ち
ら
に
も
欠
け
て
い
る
。
あ
る
い
は

そ
れ
ぞ
れ
が
二
巻
の
う
ち
の
一
巻
か
と
も
思
わ
れ
る
。
Ｎ
、
Ｋ
と
も

に
目
次
を
欠
く
が
、
総
論
と
違
い
、
章
節
の
切
れ
目
は
整
っ
て
お

り
、
誤
植
も
少
な
い
。
Ｋ
に
は
一
・
ヘ
ー
ジ
お
き
に
書
き
こ
み
が
で
き

る
よ
う
余
白
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
・
ベ
ル
ヅ
の
病
理
各
論
講
義
に
つ
い
て

安

卦

広

こ
れ
ら
の
内
容
は
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
に
刊
行
さ
れ
た

「
内
科
病
論
』
と
全
く
同
じ
で
、
つ
ま
り
『
内
科
病
論
』
（
以
下
『
病

論
』
と
略
す
）
は
こ
の
『
病
理
各
論
』
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

病
理
各
論
に
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
の
原
因
、
病
理
解
剖
所
見
だ
け
で
な

く
、
症
状
、
治
療
法
ま
で
記
載
し
て
い
る
の
は
、
ベ
ル
ッ
の
害
に
限

ら
ず
、
三
宅
秀
の
書
も
そ
う
で
あ
り
、
ミ
ロ
目
の
島
呂
．
陣
昌
日
胃
戻

塚
●
凹
扇
ロ
．
呼
巨
鴨
呂
の
言
は
ど
れ
も
書
名
が
智
の
○
厘
］
①
醇
昏
○
ざ
唱
①

巨
且
弓
胃
国
亘
の
と
な
っ
て
い
る
。
『
病
論
」
が
『
病
理
各
論
』
の

訳
文
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
病
理
各
論
の
講
義
は
内
容
的
に
は
今
日

の
内
科
各
論
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
Ｋ
に
つ
い
て
伝
染
病
を
桑
る
。
初
め
に
伝
染
病
総
論
が
あ
っ

て
、
す
べ
て
伝
染
病
は
ウ
イ
ル
ス
（
『
病
論
』
に
「
毒
」
と
訳
し
て
い
る

が
広
く
病
原
微
生
物
の
意
）
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
す
る
。
ウ
イ
ル
ス

は
一
定
の
機
会
を
得
て
繁
殖
す
る
性
質
を
持
ち
、
各
伝
染
病
に
は
固

有
の
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
。
体
内
で
成
熟
し
て
か
ら
こ
れ
を
他
人
に
伝

染
さ
す
触
接
伝
染
毒
○
○
国
冒
唱
巨
日
と
、
体
外
で
増
殖
し
て
人
体
に

侵
入
す
る
潭
気
毒
冒
冨
冒
Ｐ
と
が
あ
る
。
触
接
伝
染
毒
は
直
接
人

か
ら
人
へ
伝
染
す
る
ほ
か
に
衣
服
な
ど
を
介
し
て
す
る
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
に
固
形
性
と
揮
発
性
と
あ
り
、
梅
毒
の
毒
は
固
形
性
で
、
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麻
疹
、
猩
紅
熱
は
揮
発
性
で
あ
る
。
痘
瘡
毒
に
は
固
形
、
揮
発
両
性

が
あ
る
と
い
う
。
潭
気
毒
に
は
マ
ラ
リ
ア
、
脚
気
な
ど
の
病
原
が
あ

る
が
、
潭
気
毒
性
触
接
伝
染
病
と
い
う
の
は
、
体
内
に
発
生
し
た
毒

が
外
に
出
て
か
ら
発
育
成
熟
し
て
人
に
伝
染
す
る
に
至
る
も
の
で
あ

っ
て
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
コ
レ
ラ
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
当
時

漸
く
回
帰
熱
、
脾
脱
疽
の
病
原
体
が
発
見
さ
れ
た
程
度
で
、
多
く
の

病
原
は
ま
だ
発
見
さ
れ
ず
、
た
だ
感
染
様
式
か
ら
い
ろ
い
ろ
に
推
論

さ
れ
た
仮
説
で
あ
る
。

伝
染
病
に
対
し
て
感
受
性
を
持
た
な
い
素
因
国
名
○
噸
嵐
○
国
を
免

厄
質
と
い
う
。

一
般
栄
養
障
害
に
は
十
五
の
病
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

現
代
で
は
血
液
病
、
代
謝
病
な
ど
に
い
れ
ら
れ
る
。

壊
血
病
が
新
鮮
野
菜
の
欠
乏
に
よ
っ
て
お
こ
る
こ
と
は
経
験
的
に

知
ら
れ
て
い
た
。
血
友
病
に
つ
い
て
は
遺
伝
関
係
を
述
べ
、
日
本
に

ま
れ
な
こ
と
は
ま
だ
述
べ
て
い
な
い
。
白
血
病
に
は
脾
性
、
水
脈
性

（
リ
ン
パ
性
）
、
骨
髄
性
の
三
種
が
あ
る
と
す
る
。

付
録
に
ア
デ
ィ
ソ
ン
病
、
バ
ゼ
ド
ウ
病
、
河
川
熱
（
洪
水
熱
と
も

い
い
、
ツ
ッ
ガ
虫
病
の
こ
と
）
の
三
者
を
あ
げ
て
い
る
。
河
川
熱
に
は

十
。
ヘ
ー
ジ
を
費
し
て
述
べ
て
い
る
が
一
八
八
一
年
新
潟
県
に
滞
在
し

て
研
究
し
、
翌
一
八
八
二
年
に
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
宝
函
に
載
せ
た
、
ベ

ル
ッ
が
日
本
に
来
て
最
初
に
発
表
し
た
業
績
で
あ
る
。

消
化
器
病
に
口
腔
、
咽
頭
お
よ
び
軟
口
蓋
、
食
道
、
胃
、
腸
、
腹

膜
、
肝
臓
、
胆
管
、
脾
臓
の
諸
病
を
あ
げ
て
い
る
。
咽
頭
を
消
化
器

と
す
る
の
は
当
時
の
医
書
に
共
通
で
あ
る
。
食
道
病
の
あ
と
に
下
腹

診
断
法
の
一
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

呼
吸
器
病
と
循
環
器
病
は
Ｎ
に
よ
っ
た
。
こ
こ
に
は
咽
頭
病
は
な

い
。
肺
諸
病
に
は
十
二
種
が
あ
げ
て
あ
る
。

粟
粒
結
核
は
乾
酪
様
変
性
を
来
た
し
た
物
質
が
吸
収
さ
れ
て
各
臓

器
に
沈
着
し
て
お
こ
る
と
い
い
、
こ
れ
を
自
体
伝
染
牙
胃
昏
庁
員
。
ロ

と
称
し
て
い
る
。
最
初
は
肺
労
か
ら
続
発
す
る
場
合
が
多
い
と
い

員
ノ
Ｏ

肺
労
は
遺
伝
に
属
す
る
病
気
で
、
遺
伝
性
の
腺
病
質
が
肺
労
の
素

因
と
な
る
と
い
う
。
し
か
し
一
定
度
の
触
接
伝
染
性
を
有
す
と
も
言

っ
て
い
る
。

泌
尿
器
病
で
は
腎
臓
生
理
の
中
で
、
日
本
人
の
ク
ロ
ー
ル
ナ
ト
リ

ウ
ム
排
泄
量
が
多
く
一
日
三
十
グ
ラ
ム
に
達
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
病
的
尿
に
血
尿
、
血
色
素
尿
、
タ
ン
白
尿
等
の
ほ
か
人
血

糸
状
虫
に
よ
る
乳
嘩
尿
を
あ
げ
て
い
る
。
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腎
臓
の
炎
症
を
ブ
ラ
イ
ト
病
と
称
し
、
急
性
腎
炎
、
慢
性
腫
大

腎
、
萎
縮
腎
の
三
期
に
分
け
て
い
る
。
ほ
か
に
遊
走
腎
、
腎
孟
炎
、

腎
石
、
腎
結
核
等
を
述
べ
て
い
る
が
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
は
全
く
記
述
が

な
い
。

（
愛
知
県
幡
豆
郡
）

ロ
ン
ド
ン
水
晶
宮
で
の
一
八
五
一
年
の
博
覧
会
以
来
、
ほ
ぼ
五
年

毎
に
万
国
博
覧
会
は
開
催
さ
れ
た
・
万
国
博
は
、
参
加
国
の
経
済
的
、

技
術
的
ま
た
は
文
化
的
発
展
を
誇
示
し
、
産
業
博
覧
会
と
し
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。
一
八
八
○
年
夏
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
有
力
実

業
家
達
は
、
万
国
博
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
開
催
を
計
画
し
た
。
オ
ラ

ン
ダ
の
工
業
の
停
滞
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
の
で
、
産
業
博
覧
会

で
は
な
く
、
テ
ー
マ
を
「
世
界
の
植
民
地
と
輸
出
品
」
と
定
め
、
一

八
八
三
年
の
五
月
か
ら
十
月
ま
で
、
半
分
完
成
し
て
い
た
国
立
博
物

館
裏
を
会
場
と
し
て
博
覧
会
は
開
催
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
医
学
会
の
指
導
で
、
こ
の
植
民
地
博
覧
会
は
、
医
学
部

門
も
含
ま
れ
た
。
委
員
会
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
医
学
部
国
］
・

陣
鼻
爵
教
授
を
委
員
長
と
し
、
協
力
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
一

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
植
民
地
博
覧
会
（
一
八
八
三
）

医
学
部
門
に
参
加
し
た
日
本
と
そ
の
展
示
品

の
日
本
四
一
病
院
見
取
図
に
つ
い
て

○
石
田
純
郎
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
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